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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（－）

　石川雅望（狂歌師宿屋飯盛）は生涯二度旅をしている．すなわち文化元年の京坂方面，文政五年

の成田・鹿島・銚子方面への旅である．そして，これらの旅の記録は『草まくら』（注）『成田紀行』

と題して，それぞれ刊行されずに写本として現在まで伝わっている･

　この二度の旅のなかで，注目すべきものは文化元年の京坂への旅であった．しかし，この旅は途

中病気のために目的に達しえなかったという不運なものであったが，名古屋を中心として，三河・

伊勢在住の地方文化人，趣味人との交流は，雅望の文芸活動（とくに文化・文政期における狂歌活

動）に大きな影響をもたらしたのである．この小論は，雅望が出会った文化人たちを明らかにし．

この旅が雅望にとって，どのような意義をもったのか考えてみようとするものである.

　　『草まくら』は諸本ともに上下二冊，序文はなく本文全六十丁，本文は平仮名を漢字に，漢字を

平仮名にといった相違はあるか，文意を違えるほどの字句の異同はない．巻首・巻末に「石川雅

望」の署名がある．

　本論に入るまえに，この小論の題について記しておきたい．『草まくら』の内容からすると，雅

望は「狂歌師宿屋飯盛」として行動しているように思われる．したがって題を「宿屋飯盛の『草ま

くら』の旅」としたほうがよいようであるか，前述したように「石川雅望」と署名かあるので，そ

こを斟酌して「石川雅望の……」としたわけである.

　’なお引用した『草まくら』の本文は国立国会図書館所蔵のものを用いた．

　　注・「国書総目録」によると，国立国会図書館・証応義塾大学図書館・東京大学図書館・東北大学図書館

　　　狩野文庫・明治大学図書館・愛知県刈谷市立図書館にそれぞれ所蔵されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に）

　「文化元年卯月九日，京なにはのてぶりを見むとて」（濁点・句読点･平仮名を漢字にと適宜おこなった

のは筆者のさかしらである．以下同じ）江戸を出立した雅望は，どのような行程をたどったのであろ

うか．そして，道中どんな文化人が雅望を訪問し，かつ雅望が訪ねたのであろうか．『草まくら』

の記すところにしたがってのべてみたい.

　『草まくら』には，東海道中ぶりや，名所旧跡探訪の様子がつづられているか，これらは本論に

関係ないので省略した／また人物については，明らかに文化人とはみとめられない者ははぶき，逆

に確証はないが，文脈や文体からみて文化人らしい者は記載した．なお人名に付した数字は，説明

上便宜をはかるためのものである．

　文化元年四月九日　出立(千駄ヶ谷・二子の渡・槙戸の渡・長津田の渡・鶴間・藤沢の宿)(ａｎ

　　１　入沢子蘭　〈相模国一之宮村入沢宅泊〉
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十日　〈同所泊〉　　　　　　　　　　　　　　　、

十一日　<箱根湯本泊〉　　　　　　　　　　　　　　　’

十二日　<三島泊〉

十三日　<蒲原泊〉

十四日　２酒楽斎滝麿　<丸子泊〉　　　　　　　　’へ

十五日　３沢野与Ｅ左衛門　<掛川泊〉　　　　　丿

　　　　　　　（ﾏﾏ）　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　、十六日　〈浜松泊〉　　　　　　　　　　　　　　　　゛’

十七日　４太嶽某　５南澗坊　<吉田泊〉　　　　レニ‘

十八日　〈同所泊〉

十九日　５深見新兵衛　〈三河国碧海郡新堀村深見宅泊〉

二十日　<宮泊〉　　　　　　　　　　　　　　　　丿

二十一日　７永楽屋東四郎　８芦辺田鶴丸　９丸家ブ10不朽堂　〈名古屋泊〉

二十二日　<同所泊〉　　　　　　　　　　　　　　●’ト｀　　ヤ

ニ十三日　11雷丸　12嘉六　<同所泊〉　　　　　‥　　ト｡‘　・

二十四日　13鈴木朗　14箕浦氏　〈同所泊〉　　　ト
　　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）　　　　　　　　　　　　。
二十五日　７・８・９・１５折風　〈同所泊〉　　　　　ニ　　　　　　Ｉ

二十六日　<桑名泊〉　　　　　　　　　　　　　　∧

二十七日　この日発熱する（a2）.<関泊〉　　　　　　　　｀　　ユ

二十八日　この日より病状悪化し，七月二十八日ま気　まる三ヵ月近江国日野宿にて臥し，療養

　に専念する（a3）.　　　　　　　　　　　　　　　　．

七月二十九日　<関泊〉　　　　　　　　　　　　　　　∧ｌ

八月一日　<松阪泊〉　　　　　　　　　　　　　　．，

二日　16山原七左衛門　<同所泊〉.　　　　　　^ヽ，･.

三日　<同所泊〉

四日　〈神戸泊〉　　　　　　　　　　　　　　　　い‥‥‥　　‥

五日　17長生　18丹羽屋九右衛門　<桑名丹羽屋泊〉=i　レ　　　　．

　　　　　　　　　　　（ﾏﾏ）　　　　　　　　　　　　●　　　　，六日　11　<名古屋泊〉　　　　　　　　　　　　　　　∧

七日　９　<同所泊〉　　　　　　　　　　　　　　　　＼

八日　19加藤茂平治　20千賀直右衛門　21戸田佐吉　22竹山弥七　<同所泊〉

九日　9 ・12・13　23西村氏　24石井氏　25駒屋庄次郎‥‥〈同所泊〉

十日　26沼波周達　27園丸　28文三郎　<同所泊〉　　ス　　　六

十一日　８　<池鯉鮒泊〉　　　　　　　　　　　　　ト‘　　　゜

十二日　６　<三河国新堀村深見宅泊〉　　　　　ト･

十三日　４●６　〈吉田泊〉　　　　　　　　　　　フ　　　　ダ

十四日　<浜松泊〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀≒　，

十五日　<島田泊〉

十六日　〈江尻泊〉　　　　　　　　　　　　　　　∧≒　　六

十七日　<沼津泊〉　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥_　，．

十八日・十九日　<小田原泊〉　　　　　　　　　　　∧.，　　　イ

二十日　29長島伴蔵　<相模国入沢子蘭宅泊〉

二十一日　<神奈川泊〉

二十三日　30青木甚四郎　同日帰宅する，
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石川雅望の「草まくら」の旅　　　，（粕谷） ろ

注

（1）あえて行程をしめしたのは，雅望が江戸払い（寛政三年十月六日）にあい，郊外成子村（文政元年に

　御朱引内－いわゆる御府内－に入る）に隠棲し，文化四年に内藤新宿の娘の婚家先に移転するまで，成

　子村から移動しなかったことの証となるためである．

　　雅望の隠棲後の住居について，成子村から武蔵国府中辺に住んでいたとか（「石川雅望集」解説・有

　朋堂文庫），府中在鳴子村に住んだとか（「日本文学大辞典」新潮社），従来さまざまな説がある力も　そ

　のような事実はまったくないのである（このこと.に関しては，あらためて論じることにしたい）．

　　ちなみに（　）内に記した行程は，内藤新宿より大山道（現在玉川通）を鶴間まで行き,･そこより南

　下して東海道藤沢宿（神奈川県藤沢市）に至っている.

(2)(3)「さむけさ常ならず．こはいかにと思へどまず湯にひたりて出Iぬ．寒さいよよつのり，ただふるひ

　にふるぱかりなれば，夜のもの頭から重ね着て臥しつ」（「草まくら」）と記しているか，旅の疲れに，

　かつて病んだ肝臓疾患（「とはずがたり」寛政三年筆）がぶり返したのである．そして近江国日野宿で

　賄けず，約三ヵ月同所で療養することになる．そして，その間にも余病を併発し，ついに京坂への旅を

　断念することになるのである．

　　雅望が世話になったところは，門坂善太郎という豪商の家であった．門坂家は代々典型的な近江商人

　で，雅望が世話になった人は四代目で，彼は相模国藤沢宿の大醸造家として知られていた商人で，しか

　も文学，心学好きで，心学者の脇坂義堂も世話になったのである（「近江日野町志」中）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）

　１　入沢子蘭　「かねて相模国なる入沢子蘭ぬしと契りおきたれば，まづかしこをさしてゆく」

『r草まくら』）とあるように，雅望がまず訪ねた人物であった．子蘭は雅望につきそって，その全行

程を共にし，なにくれとなく家族以上に雅望の身の回りの世話をした人であった．ちょうど芭蕉の

　『奥のほそ道』における曽良のようにである．

　さて，子蘭の名は管見によれば，『万代狂歌集』（飯盛撰・文化九刊）にただ一首みるだけで（・1）,ど

のような人物なのか閲歴その他一切が不明である．『草まくら』の記事によれば，彼は馬入川（相

模川）ぞいの相模国一之宮村（神奈川県高座郡寒川町）在住で，雅望は往き帰りにそれぞれ子蘭宅に一

泊している．この人に関しては／前記したようにまったく不明であるか，旅における雅望に対する

態度から推すと，狂歌の門人ではなく，古典文学研究方面の門人であったろう．

　２　酒楽斎滝麿　雅望は駿河府中で，かつて天明狂歌時代の盟友であった酒楽斎滝麿を訪問する

が，すでに彼は「うせて七年」になっていた（文化元年から七年前は，寛政十年にあたる）･

　滝麿は『狂歌人名辞書』（狩野快庵編）に「又吉野庵酒楽とも号す．通称吉野屋七兵衛，駿府新通

七丁目に住す．安永九年『二丁町細見』を作る．狂歌は四方赤良門人．寛政十年没す」とあるよ

うに，四方連に属した狂歌師であった．狂歌活動はあまり目立ったものはなく，『二丁町細見』

　（二丁町とは駿府にあった遊里）を著わしているように，もっぱら地元で活躍していた人物であった．

　滝麿の名をみるのは，管見によると天明六年蔦屋重三郎板の喜多川歌麿画の大判三枚続きの浮世

絵「三保之浦行楽図」（仮題）に，四方赤良が「滝麿ぬしをことぶきて」と題して，

　羽衣の酒をたのしむざれ歌はあづまあそびの駿河舞かも

の狂歌をのせ，返しに滝麿が，

　その大人の門に人てたはれ歌よめるをきくきく森のたよりにつかはしたる

と詠じているのと，かの有名な『画本虫撰』（飯盛撰・歌麿画・蔦重板行・天明八刊）に「螢」と題して，

　佐保川の水も汲ます身は螢よしのはのくされゑんとく

という狂歌が入集されていることである．

　雅望が滝麿を訪ねたのは，「はたとせばかりむかし（注・天明四年），やつがれかもとへも訪ひ来り

ければ，たびに過すもあいなし」（「草まくら」）と思ったからであった．雅望と滝麿の交渉は天明以

後なかったとみえ，雅望は七年前に滝麿がすでに亡くなっていることを知らなかったのである．
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沢里l具j5斤戸門　　四月十五日中刻（午後四|時いこ掛川宿についた雅望は，さっそく沢野弥三

左衛門に書状を遣わしたところ，宿に沢野か菓子を携えて雅望を訪ねてきたのである．しばし歓談

ののち，こんどは雅望が沢野宅をたずね，「亥（注・午後十時）過るころまで物がたり」した．雅望

は帰途（八月十五日）ふたたび沢野宅をたずねている.

　沢野は掛川宿の本陣で，号を「柿檀人」という，壷側（浅草庵市人が主宰する狂歌グループ）勢力下

の掛川橘連に属する狂歌師であった（浜田啓介氏「『詔旅漫録』の旅における狂歌壇的背景について」「文

学」昭和四十三年三月号）．浜田氏の説かれるように壷側の狂歌師であったことは,「草まくら」が「こ

の本陣なる沢野与三左衛門ぬしといへるは，

　　　　　　　(ﾏﾏ)
あろう．

市人のいとこなりとて」と記していることでも明白で

　４　大嶽某　　「吉田の駅にいたり，大嶽なにがしがもとを訪らひて………大嶽ぬし，やがてあざ

らけき鯛の魚持て来たり．しばしものがたりして帰りぬ」（「草まくら」四月十七日）

　　「大嶽ぬし，南澗坊その外人あまたとひ来て，夜ふくるまで語らひ酒など飲む」（同）

　　「大嶽ぬし，とく来りて宿りを替へて，今一日とどまれといふ」（同，四月十八日）

　　「大嶽ぬしとりどりさまざまの物もて来てはなむけす．明日は一日ここにとどまりて漁取りなど

し給へといふ」（同，八月十三日）

　　「大嶽ぬしとく来りて送りす．医師のことかける書とて来で，病者の心得にもならまじ，道すが

ら輿の中にて読みつつ行き給へとて貸し与へつ．此人はことに心篤きまめやか人にてありける」

　（同，八月十四日）

　と『草まくら』で雅望が記しているように，往き帰りに世話になった，人情味あふれる温かい人

柄の人物である．

　雅望は「大嶽なにがし」「大嶽ぬし」と表現しているか，この人物は『滝沢家訪問往来人名簿』

　（早稲田大学図書館蔵）に「一，同（吉田）呉服町　隠居垣本へた丸大竹七右衛門殿」とある「垣本

へた丸」（地元幣丸とも）その人であろう．「太嶽」「大竹」の混同はよくあることで問題はなかろ

う．また「太嶽」は『東海道中膝栗毛』に「鳥渡中上候．只今東都十返舎一九先生，私宅へ御着有

之候．勿論名古屋連中，並吉田太嶽よりも，書状参り中候」（五.編下・文化三刊）と出ている．

　さて「垣本へた丸」の生業は何であったろうか．『東海道中膝栗毛』の上記に引用した箇所の頭

注（麻生磯次氏注・日本古典文学大系・岩波書店・270ページ,）に「吉田太嶽連中ということであろうとい

う説が輪講にある」とあるだけで，判然としない．しかし，松田修氏が「四日市の宿で，弥次郎兵

衛・喜多八が耳にした田舎者の会話『久しかぶりで，吉田の大竹へのたりこんで，おやまに浅柄の

たばこ貰ひおったか，みなすふてしもふた』の「吉用の大竹」と関係かおるのではないか．おそら

く娼家で，その主人か狂歌に携わったものか」（『十返舎一･九』日本の旅人10）とのべておられるよう

に，吉田宿の妓楼の隠居で，趣味に狂歌を詠じていたものであろう．

　狂歌歴は寛政末年の壷側の組連である三河祷衣連，吉田豊水連に属している．この時期には壷側

の刷物に多く入集し，そのほか鹿都部真顔や吾友軒の刷物にも参加している．そして，雅望の訪阻

以後は五側に属したとみえ，『評判筆果報』（飯盛判・文化五刊）の「春之部」に「上上吉」をもって

賞せられ，『新撰狂歌百人一首』（飯盛撰・文化六刊）では肖像入りで入渠，『万代狂歌集』（飯盛撰・文

化九刊）には三首入集されている．「へた丸」は雅望が『草まくら』でのべているように，「心篤き

まめやか人」であって，いかにも娼家の主人に似つかわしい人物であった．

　５　南澗坊　　『滝沢家訪問往来人名簿』に「一，同（吉田豊橋川岸）　佐藤新兵衛殿隠居欄干坊

　ト号　南澗老」とある人物で，『東海道人物志』（大須賀陶山＜栗杖亭鬼卵＞撰・享和三刊）に「画　佐

藤南澗」と記されている．狂歌師としての活動は，浜田氏の前引御論考によると，三河梼衣連に属

し，かつ享和頃吉田を中心にあった壷側の吉田豊水連の連衆であった．生業は（川船問屋畦3）」で
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　あって，このころは息子に家督をゆずり隠居していたのである.

　　　『東海道人物志』には，単に「画」とだけ記されているが，同書によると息子新兵衛も「梅画

　名大寛　字君栗　号梅鳩」とあって，親子ともども画の方に名があったものと思われる．南澗（欄

　干坊）は垣本へた丸とともに雅望を厚くもてなしたのである．

　　６　深見新兵衛　　三河国碧海郡新堀村の木綿問屋深見荘兵衛の息子（滝沢馬琴「靭旅漫録」）で

　狂名を朝倉（浅倉）庵三笑という．三笑は三河尾張にまたがって指導的立場にある人で，寛政・享

　和期にすでに十分活躍しており，ここであらためて説明する必要かないほどである.

　・三笑の狂歌歴は，まず尾張酔竹側（唐衣橘洲主宰）に入り，まもなく伯楽側（頭光主宰）に移り，

　光没後，浅草市人の壷側に属して三河祷衣連のリーダーとして，三河地方狂歌壇に不動の地位をし

　めるのである（浜田氏前引論文）．　雅望が訪問したときは，まさしく三河壷側の重鎮として君臨して

　いた時期であったのである．

　　文化期になると『評判筆果報』（上上士），『万代狂歌集』に入集といったように五側（飯盛主宰）

　にも顔を出している．三笑は馬琴をもてなした（「認旅漫録」）と同様に，雅望にも宿を貸し厚遇し

　ている．そして，往きにはみずから村境まで見送り，かつ池鯉鮒宿まで召使いに送らせており，帰

　りには宿をふたたび貸し，賤別に商売物ではあったか「手作りの木綿一むら（疋）」を贈っている

　（「草まくら」八月十四日）･

　　７　永楽屋東四郎　　「本町といへる所に永楽堂といへるふみ商ふ人あり．知りたる人なれば立

　ち寄り見るに，ただ今むかへに参らむとて，其用意して侍りなどいふ」（「草まくら」四月二十一日）

　とあるように，雅望が名古屋で訪問すべき予定の人物であった．

　　書肆永楽屋は，早くから江戸に出店を持ち，本居宣長の『古事記伝』や横井也有の『鴇衣』，そ

　のほか俳書など数多く,出版していて有名であった．また同時に東壁堂古文・文屋古文・壁中古文・

　紀古文といった狂名を持つ狂歌師でもあった．

　　狂歌歴は『狂歌部領使』（唐衣橘洲他編・寛政三.刊）に入集するというように，寛政初期から尾張酔

　竹側で活躍していた．しかし，享和二年に橘洲が没すると，五側の狂歌師として再出発することに

　なるのである．すなわち，文化期に『画像狂歌作者部類』（飯盛撰・文化八刊），『新撰狂歌百人一首』，

　『狂歌評判記』（飯盛判・文化八刊），『評判筆果報』，『万代狂歌集』（九首入集）などに入集している．

　とくに.『画像狂歌作者部類』には，肖像入りで名をつらね，しかもその板元にさえなっているので

　ある．

　　永楽屋が五側に属したきっかけは，雅望のこの名古屋訪問であったようである．雅望は何日か名

　古屋に滞在して，後述するような名古屋在住の文人・趣味人たちと接触することになるのである

　が，これらはすべて永楽屋か拠点となっているのである．

　　８　芦辺田鶴丸　　尾張酔竹側の巨頭（橘庵と名のるほどであった）として，その名は狂歌界に名

　高い．ここであらためてこの高名な狂歌師について詳しくは言及しないが，ただ注目すべきこと

　は，雅望が田鶴丸と初対面であったらしいということである（田鶴丸判の『狂歌初日柴』＜享和二刊＞

．に，雅望が序文を寄せているのにもかかわらず）．　すでに斯界に名のあった両者が，面識かまったくなか

　ったということは意外の感がする．

　　両者の出会いを『草まくら』は「（永楽屋東四郎宅にて）傍らにしりかけせる人は，ここに住める

　田鶴丸といへる人なり．名のりしてものがたりす．これもむかへに出たつとて，ここに待たれるな

　りけり」と記している．田鶴丸は雅望の名古屋滞在中，何くれとなく気を配り世話をしている．と

　くに雅望が帰途，病が十分に癒えていないのを心配して医者を世話したり，池鯉鮒まで輿につきそ

　って見送るなど，田鶴丸の篤実な人柄をほうふっとさせる．

　　田鶴丸が橘庵の号を橘洲の子息の小島蕉園から授けられたのは，文化末年といわれるか（森銑三
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-

氏「芦辺田鶴丸」・同著作集四巻），このように信任の厚か,づた彼は,･酔竹側ばかりでなく諸家の撰集

類にも顔を出している．文化期には，五側の『新撰狂歌百人一首』の巻首に肖像入りで据えられ，

　『万代狂歌集』には二十七首も入集されている．五側では客分として厚遇したのであろうか，名古

屋での印象，また田鶴丸の人柄も反映しているのであろう．

　雅望と出会いのとき，田鶴丸は家業（染物業）を女婿にゆずって，名古屋正万寺町（注4）に退隠し

て狂歌を旨としていた（森銑三氏・前引書）．時に四十六歳であった．

　９　丸家　　「しりへより我をよぶ人あり．たたずみてみれば．はやう語らひし丸家ぬしなりき」

　（「草まくら」四月二十一日）とある「丸家」は，名古屋在住の狂歌師芦丸家であるか，その狂歌活動

ははっきりとつかめない．ただ『狂歌弄花集』（田鶴丸編・文化十四刊），『万代狂歌集』（三首入集）に

その名を知り得るのみである．尾張酔竹側の人であろうことは想像にかたくない．・また『草まく

ら』の記事（圏点）からすると，雅望と丸家は旧知の間柄であったようである.

　10　不朽堂　　『滝沢家訪問往来人名簿』に「一，同（名古屋）’本町六丁目　板木師　不朽堂

実名不知」とある．浜田氏はこの不朽堂について「名簿が誤記しているので『桜天神奉納春興夷曲

歌』に『木朽堂ほり安』と見えるのかそれであるに違いない」とされ，引用された『滝沢家訪問往

来人名簿』の「不朽堂」に（ママ）と付された（前引論文）･

　わたくしはこの点について，浜田氏と異なった見解を持つので，少しくここでのべてみたい．雅

望に『狂文あづまなまり』（文化十刊）という狂文集があるか，そめなかに「不朽堂　駒庄と名のり

て名古屋に店あり」と題して「我国に茶の名産多かれど，山鳥の尾張の国，内津にこしたる茶はあ

らず．今や不朽堂か家にひさぐ茶は……」なる一文かある．上記の文によると「不朽堂」は茶商で

あることがわかる．また「駒庄」は『草まくら』に「木町なる駒屋庄次郎が家に（かごを）かき入

れておろしつ」（八月九日）とある駒屋庄次郎のことである．『草まくら』では，「不朽堂」「駒屋

庄次郎」’と二様に書かれているか，これはよくあることで問題ないであろうし，「狂文あづまなま

り」からも同一人物としてよいであろう．　　　　二

　さて，この人物は『草まくら』『狂文あづまなまり』『滝沢家訪問往来人名簿』などから，「不

朽堂」または「駒屋庄次郎」といって，茶商と板木師をかねていたのであろう．しかもその号は，

板木師であるから「木朽堂」（木が朽ちる）ではふさわしくないし，駒庄で扱う茶は名高い（名が

朽ちない）という意をもこめているとするならばj『狂文あづまなまり』にいう「不朽堂」か正し

いであろう．なお雅望は「不朽堂」宅に，四月二十二日・八月九日と二泊している．

　Ｈ　雷丸　　前出の芦辺田鶴丸とともに尾張酔竹側のリーダーである豊年雷丸のことである.

　『狂歌人名辞書』は「豊年雪丸．松月庵，月花園と号す．姓氏不詳．尾張名古屋の人．酔竹側判

者」と記している．狂歌歴は田鶴丸より先輩で，飯盛編め『吾妻曲狂歌文庫』（天明六刊）に初出．

以後『狂歌才蔵集』（天明七刊），『狂歌部領使』，『狂歌上段集』（窪俊満編・寛政五刊），『太郎殿犬百

首』（寛政五刊）などに入集している．雅望とは天明以来の付合いであったろう．

　雪丸は前記したように，酔竹側の判者であったが，橘洲没後五側の狂歌書にひんぱんに名を出し

ている．すなわち『新撰狂歌百人一首』『画像狂歌作者部類』には肖像入りで入集，そのほか『評

判筆果報』に「上上吉」で入集，『万代狂歌集』には五十一首も収録されている．橘洲死後，尾張

酔竹側は分散し，雪丸も園丸（後述）と同様に五側に身を寄せたものと思われる．

　さて上記のように，天明時代から活躍している雪丸は，「姓氏不詳」とされており，浜田義一郎

先生も『吾妻曲狂歌文庫』の解説（日木古典文学大系「川柳狂歌巣」寸において「姓氏不詳」とされて

いる．また『新撰狂歌百人一首』『画像狂歌作者部類』にも「姓」．は記されていない．しかし，

　『名古屋市史』の記事から，姓氏・閲歴・没年などか判明した．煩雑をいとわず全文を掲げてお

く．



　　　　　　　　　　　　石川雅望の「草まくら」の旅　　（粕谷）　　　　　　　　７

　　通称は市橋助右衛門，はじめ栄七と称す．名は美．月花園め号あり．滝本様の書を巧にし，又

　狂歌を唐衣橘洲に学びて同門中に傑出す．安永二年始めて尾張に仕へて，勘定方並に手代となり

　俸を賜ふ．後数々俸を増して拾二若一口を賜ひ，勘定本締役，記録所書役となり，班を歩行格に

　列す．文政四年十二月十四日没す．瑞宝寺に葬り，花月院浄雲照丸居士と法謐す.

　　『名古屋市史』から，雷丸が尾張藩士であったことが判明したか，このことは『新撰狂歌百人一

首』の肖像が武士姿であることと照応する.

　12　嘉六　　森銑三氏は「嘉六は書を以て聞えている丹羽盤桓子で.はあるまいか」（前出世）とさ

れた．雅望が会ったのは，まさしく丹羽嘉六その人であった’．嘉六は『尾張名家誌』に「名は易，

字は子勉，嘉六と称し，盤桓は其号なり．尾張の人なり．業を鈴木離屋に受け，兼て書を善くし書

家を以て著る．人と為り恭謙貞慎・質厚寡言，その人に対するや忠，事を執りては敬，その室家を

治する粛にして和なり．尾藩に仕へて日記局に入り在職二十余年，右筆に進む．天保十二年三月七

日没す．年六十九」とあり，書家として「一は天神，二は嘉六」（飯島春敬編・『書道火辞典』）とい

われるほど名があった．また学者として『平理策』（文政二刊）なる著書かおる．雅望と出会ったと

きは三十一歳の青年であった.

　13　鈴木朗　　著名なこの国語学者について，ここでくだくだしく説明は要しないであろう．雅

望は「二十四日つとめて鈴木朗ぬし，ふりはへとぶらひ給ふ．ふところより袋に入れたる菓子とう

で賜りつ．此ぬしは学才のすぐれたる人にて，ひととせ江戸におはしし頃より篤く語らひ物せし人

なれば，ことになつかしくて，こまやかに語らふ」（四月二十四日）と『草まくら』に記している．

　雅望と江戸で出会ったのは，いつごろか不明であるが（「離屋集稿」＜名古屋市立図書館＞に雅望

あての書簡か収められていたとのことであるが．おしくも今次大戦で焼失したとのことである），

古典文学の研究に没頭していた当時の雅望にとって，国語学者鈴木朗との再会は，ことのほか嬉し

かったに違.いない．そして，無造作に懐より袋入りの菓子を取り出すという，飾らない鈴木朗の人

となりに雅望は感銘をうけたことであろう．この時，鈴本朗は三十九歳の若さであった.

　14　箕浦氏　　「箕浦ぬしは，ことしは大江戸のみたちにつかへおはせしは……」（「草まくら」

　　　　（ﾏﾏ）四月二十四日）とあるように，尾張藩士の箕浦氏を訪問したところ，江戸に出府しており留守であっ

た．

　この人物は「みたちにつかへ」ということから武士であることは間違いのないところで，『滝沢

家訪問往来人名簿』に「一，同断（名古屋御家中）　くらき卜号　箕形左源太殿」とあるのと同一人

物と思われ，『草まくら』の「箕浦」は「箕形」の誤記であろう.

　　「くらき」は『狂歌弄花集』に「竜吟亭竜雄初名夜道久良喜」とあり，別に竜吟亭久羅喜，七則1

庵くら記，多都雄，竜の屋などとも称していた．狂歌活動ははっきりとしないか，壷側や酔竹側の

扇折風撰の『樽ひろひ』（文化八刊），五側の『狂歌波津加蛭子』（飯盛撰･文化九刊），『評判筆果報』

　（上上士・龍吟亭久良岐）に入集，そのほか狂蝶子文麿撰『戊寅春興集』（文化十五刊），便々館湖鯉鮒

撰『狂歌後杓子栗』（文政三刊）などにもその名を見い出す．雅望は田鶴丸の案内で「くらき」を訪

ねたのだが，江戸出府を事前に知らなかったのは，「くらき」とはあまり交渉がなかったためであ

ろう.

　15　折風　　四方赤良撰の『千里同風』（天明七刊）に二首入集している，古い狂歌歴を持つ扇折

風のことである．酔竹側の人物であるが，橘洲没後は五側にも接近したとみえ，『評判箪果報』（名

のみ），『万代狂歌集』（二首）に顔を出している．また雅望は，折風の還暦の賀文を「扇折風賀」と

題して書いている（「遊戯三昧」＜天理図書館蔵＞に所収されており丿司時に「狂文あづまなまり」にも「人

の六十賀につかはしける文」と題して収録されている），

　雅望は田鶴丸宅で折風に会い，田鶴丸・雪丸・丸家らとともに真福寺に詣で，付近の茶屋で彼ら
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と酒宴を催した（「草まくら」）．　おそらく折風とは初対面であったろう.

　16　山原七左衛門　　目的を果せず江戸への帰途，伊勢参詣に寄り道をした雅望は，伊勢山田の

山原七左衛門を訪問した．山原は『滝沢家訪問往来人名簿』に「一，山田妙見町　万金丹店隠居佳

木ト号ス　山原七左衛門殿　狂名うらヘロ網」と記されている．彼は栗葉庵口網とも号して，『春

秋花月集』『俳諧歌兄弟百首』（貞顔撰・文化十二刊）など四方側め狂歌集にその名をみる．すなわち

四方側の狂歌師である．

　彼の名を十返舎一九は「ここに万金丹のかんばん，みやうけん町山原七左衛門といへるを見て，

さてここが妙見町ならん」（「東海道中膝栗毛」・五編込加）と出して，情報の正確さを誇示している．

　ちなみに『草まくら』は「内宮へ詣づ．なにとなく神々しく尊し，かへさに妙見町なる山原七左

衛門を訪らひ，それがむかひなる藤屋利兵衛かもとに宿る」‘と記しているか，雅望が宿泊した藤屋

は，一九も弥次郎兵衛，喜多八を泊らせており挿画もある.

　17　長生　　雅望は桑名で，丹羽屋善九右衛門（後述）宅に泊り，そこで偶然窪俊満（狂名一節千

杖）に出会い（き5。近所に住む「長生」などと共に酒宴を催すのである．長生は『東海道人物志』

に「狂爵　号瓢長成　白須賀佐助」，『滝沢家訪問往来人名簿』に「一.同（桑名）木町　ふくべの

長生卜号　米屋佐助殿」とある人物で，ほかに福部長成，福辺庵長生，瓢庵とも号していた．彼は

　『狂歌左輛絵』（俊満撰・享和二刊），『柳の緑』（寛政八刊），『東遊』（浅草市人撰・寛政十一刊），『男踏

歌』（壷側の歳旦帖・寛政十刊），『萩古枝』（桑楊庵光七回忌追善集），『こと葉の滝水』（文化七刊）などに

名がみえているように，伯楽側・浅草側の人であった．したがって頭光没後の伯楽側の指導者であ

った窪俊満と同席したのであろう.

　18　丹羽屋九右衛門　　丹羽屋善九右衛門のことで，「滝沢家訪問往来人名簿」に「--,桑名　本

陣狂名ますけ　架橋ト号　丹羽屋善九右衛門殿」とあり，『東海道人物志』には「俳諧太鼓　号牡

丹亭　架橋　丹羽屋善九右衛門」と出ている．「架橋」は俳諧の表徳であろう．狂歌歴は一切不明

である．俊満，長生などと親しいところをみると伯楽側の人であろうか.

　19　加藤茂平治

　21　戸田佐吉

　22　竹山弥七

　23　西村氏

　29　文三郎

　上記の人々は不明であるか，なかでも加藤茂平洽，戸田佐吉の両人は，千賀直右衛門（後述）と

同道して「うなぎ」を手土産に雅望を訪問しているところから推すと，尾張藩士でそれぞれ狂歌好

きの武士であろう.

　21　千賀直右衛門　　『滝沢家訪問往来人名簿』に「一，同断（名古屋御家中）御船手　堀川屋敷

にて，千たけト号　千賀与八郎殿」とみえる人物であろう．浜田氏によると「千たけ」は雲裳亭干

武，観（歓）海楼とも号し，『萩古枝』以後活動をやめているという（前引論文）．とすると雅望が会

ったときは，本務である尾張藩の役人の仕事に専念していたのであろう．そして，江戸からの珍客

に狂歌好きの同僚を誘いあわせて訪れたものと思われる．雅望は「八日天気よし（中略）昼頃加藤

茂平治ぬし，千賀直右衛門ぬし，戸田佐吉ぬしなど語らひあわせてをり．うつ物にむなぎそへて賜

りつ」（「草まくら」）と記している．　　　　　　　　　い　　　　’･

　24　石井氏　　石井垂穂ではなかろうか．『草まくら』（八月九日）に「石井ぬしより，うるはし

き便器に果物入れて贈らる」とあり翌日，雅望の息子清三郎（狂名塵外楼漬澄）が，父の看病のため

に江戸から出てきたのを慰労している．これについて雅望は「石井ぬし来りて，清三郎がこの月ご

ろ労したるを心苦しがり給ひて慰めせむとて，いざなひ行で厚くもてなし給ふ」と『草まくら』に
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記している．

　石井垂穂は尾張藩士で，この時，前年（享和三年）父の禄二百石をついだばかりであった．垂穂は

庵原氏から石井家に養子に入った人で，文化十年書院番，文政五年進物番役，同十三年書院番組頭

となり，のち使番格という役職に就き，天保十一年五月十四日七十二歳で没した（「名古屋市史」）．

学問は･幼少のころから細井平州に学び，唐衣橘洲には狂歌を学んだ．そののち大田南畝（四方赤良），

鹿都部真顔，柳亭種彦，雅望らと交流があった．とくに雅望からは，垂穂が私淑していた横井也有

　（祖父楚巾，父文芦ともに也有と交際かあった）の『鴇衣拾遺』を刊行（文政六）するにあたって序文を

もらっている.

　　『草まくら』にある「石井ぬし」は，「石井垂穂」たる確証はないが，雅望に接する態度や，清

三郎を慰労するという行為に，武士ながら（文人といってもよいであろう）よく人情の機微を知っ

た，心豊かな人柄を感じさせる．わたくしは，この「石井ぬし」は石井垂穂であると推測してい

る.

　25　駒屋庄次郎　　前述したように10不朽堂と同一人物である.

　26　沼波周達　　この人物は田鶴丸が，雅望を診察させるために同道した医師で，文人ではない

か，後年雅望が『狂文あづまなまり』で「三友園」と題して「ここに沼波法眼と聞えたるは，山鳥

の尾張の人なり．その庭を三友園とぞ呼ぶなる」と記した人である．たぶん沼波家の庭園か贅を凝

らしたものであったのだろう.

　27　園丸　　尾張酔竹側の判者である桃源（原）亭園丸のことで，彼は雅望を歓待し「園丸ぬし，

あがもとより舟にて送り届けむといふ．嬉しくて此人にあつらへ遣はしつ」（「草まくら」）と雅望

を感激させている．

　園丸は『滝沢家訪問往来人名簿』に「一，名古屋御船手　その丸子　実名不知」とあるように，

千武と同じ役職にある．園丸は橘洲没後，酔竹側を離れ五側に身を寄せたと思われる．すなわち

　『画像狂歌作者部類』，『評判筆果報』（）ﾆ上吉），『新撰狂歌五十人一首』（飯盛撰・文政二刊）などの

五側の狂歌書に肖像入りで入集しているからである．

　さて園丸は馬琴が「実名不知」，『狂歌鵠後編』が「姓氏不詳」と記して，本姓が不明であった

が，『新撰狂歌五十人一首』に「尾州人，馬渕氏　桃原亭園丸」と記載されていることから「馬渕

氏」であることが判明した．

　29　長島伴蔵　　帰途小田原宿で雅望は路銀が少なくなり，「今宵やどれる価さへ無ければ，い

かにせまじと思ひめぐらして」大磯宿の長島伴蔵に借金を申し込むのである．この人物は，『東海

道人物志』には記されてはいないがCffi6)i雅望が借金を申し込むぐらい親しい人物であった．しか

し，どんな生業を持っていたのか，文化人であるのか定かではない.

　30　青木甚四郎　　「川崎に至りて青木甚四郎ぬしを訪らふ．万年屋といへる飯酒うる家にいざ

なひてさまざまもてなす」（「卑:まくら」）と記されており，『東海道人物志』に「狂歌　号青松亭守

豊　青木甚四郎」とあるところから，狂歌師であることがわかる．しかし，その狂歌歴は一切不明

である．

注

剛　「万代狂歌集」巻三・秋歌に「けふの月手･の筋のみか難波津の芦の筋まてみゆるさやけさ」とあるが，

　この歌は近江日野宿で，師雅望の看病をしながら，ついに足をふみ入れることのできなかった，大坂の

　地を想い詠じたものであろう.

（2）沢野の名であるが，「草まくら」は「与三左術門」とし，「東海道人物志」（大須賀陶山＜栗杖亭鬼

　卵＞撰・享和三刊）は「弥三左衛門」，「滝沢家訪問往来人名簿」は「弥三右衛門」とそれぞれ三様に

　記している．ここでは「東海道人物志」にいう「弥三左衛門」を正しいとしておく．したがって（ママ）

　と付した.

（3）息子の佐藤新兵衛について馬琴は，「吉田豊橋川岸　川崎船問屋　豊橘元近ﾄ号」（「滝沢家訪問往来
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人名簿』）と記している．　　　　　　　　　　　　　一　．

　「滝沢家訪問往来人名簿」に「一，同（名古屋正万寺町）　三蔵楼田鶴丸子」とある．

　窪俊満については説明を要しないか，彼はよく旅をする人であった．たとえば，寛政八年十月に江戸

を出立して本居宣長をたずねている．この時，雅望は送別の狂歌（野崎左文編・「六樹園狂歌集」）お

よび「尚左堂を送る詞」（「狂文あづまなまり」）を贈っている．これを裏づけるよう.に宣長は「来訪諸

子姓名住国並聞名諸子」（「本居宣長全集」二十巻）の寛政八年の項に「十一月十三日来ル　ー，江戸小

伝馬町　窪易兵衛　尚左堂俊満　画工狂歌師」と書き残している．文化元年にも伊勢参宮か上方への途

次，雅望と会ったものであろう．　　　　　　　　　　　　　　　’j

（6）「東海道人物志」追加に「三弦横笛　大磯宿　長嶋秀八」とある人物に関係かあるかもしれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四）

　　『草まくら』の旅で雅望が歴訪した地方の文化人，趣味人は以上のとおりであった．もちろんこ

のほかに文人，趣味人は『東海道人物志』だけをひもどいてみても六百二十七人も存在する．しか

し，雅望はこれらの人々の大部分の門前を素通りし，限られた人たちを訪問しているのである．と

すると，雅望をこの旅にかり立てたもの，また目的はいったい何であらたのであろうか．この問い

に答えるには，文化元年にいたる雅望の動向との関係に論を進めねばなるまい．

　雅望は宿屋飯盛として,狂歌壇に登場したのは天明三年の三十―歳のときであった．この年,彼は

黄表紙『桜草野辺錦』を著わしたり，狂歌壇の大御所であった四方赤良の母利世六十賀宴の世話人

となったり,柳橋河内屋でおこなわれた竹杖為軽主催の宝合会に出席するなど,そのデビューぷりは

あたかも彗星のようであった．その後,四方赤良門下の俊才としで活躍（たとえば「Eli;俳優風」＜天

明六刊＞に立役極上上吉をもって賞される），さらに真顔・馬場金埓・頭光らとともに狂歌四天王と称さ

れるまでになるのである．

　このような若手の台頭に反し，大御所四方赤良は，老中田沼意次の失脚の影響を受け，天明七年

に狂歌より離れ（浜田義一郎先生「大田南畝」），もっぱら本務であ名幕臣としての仕事に専念するか

たわら，「訳文の会」（天明八）という勉強会をおこなっていた（大田南畝「一話一言」）．　当然のこと

ながら雅望もこの会に参加するのである．すなわち雅望は，赤良退隠後の狂歌界の主流として活躍

し，かつ中国古典文学の翻訳を手段とする和文の研鱗という新分野にも活躍しはじめることになる

のである（成果として寛政二年刊の『通俗醒世恒言』があげられるであろう）.

　このように順調な雅望に，落し穴が待ちうけていたのである．それは寛政三年に家業の旅宿業に

関することで嫌疑をうけ，同年十月江戸払いの刑をうけて，江戸郊外成子村に退くことになるので

ある．雅望にとってまさに青天の碍盾であった．そして狂歌界から遠ざかり，もっぱら日本の古典

文学の研究に没頭し，寛政十一年南畝が自宅において，「訳文の会」についで「和文の会」を催し

た際にも参加，また享和三年に同じく「狂文の会」を催したときにも加わるという状態であった

　（拙稿「文化初期の宿屋飯盛と万代狂歌集」「近世文芸」17号）.

　この間，狂歌界は寛政八年に真顔か，赤良より四方姓をゆずられ，四方側を主宰することにな

り，また同年頭光が没し，伯楽側を窪俊満・浅草市人が継承し，翌九年には天明狂歌隆盛の陰の立

役者であった書肆蔦屋重三郎（狂名蔦唐丸）の死，十年には朱楽菅江が，享和二年には唐衣橘洲か没

するというように，あいついで実力者か亡くなるという激動期であった．とくに四方姓をゆずられ

た真顔は，四方真顔と名のり，その勢力は全国に波及しつつあった’．また伯楽側をついだ浅草市人

は，旧伯楽側を吸収しつつ，新たに壹側を結成し，また橘洲没後の酔竹側も分裂の徴候をみせ，壷

側・四方側に身をゆだねはじめた狂歌師をかかえていた，雅望の旅はこういう時期におこなわれた

のである．

　雅望か関西旅行を企てたのは，当時ひんぱんにおこなわれていた中央の狂歌師による「廻国行

脚」（その一端か『東海道中膝栗毛』にうかがわれる）の一例として考えられようが，彼は前述したよう
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な狂歌界の再編成を敏感に感じ，遠ざかっていた狂歌界へ復帰すべく，また真顔や市人たちに対抗

する意をもって自派を結成するためであった．

　雅望がいわゆる五側（五老という号から命名されたと思われる）を組織した時期は文化四年ごろから

で，はっきりとそれを世間に印象づけたのは文化六年の『新撰狂歌百人一首』であった．それは同

時に真顔に対する挑戦状でもあった（拙稿「万代狂歌集」解説・古典文庫）･

　文化元年の『草まくら』の旅は，以上のような背景のもとにおこなわれ，すでに明らかにしてき

たように，三河・尾張を中心とする「東海狂歌圏」に属する有力な狂歌師たちを自派に引きこむ効

果を一応おさめたのである．そして，付表にしめされるような勢力範囲を持つにいたったのである

　（この数は実数ではない．すなわち，なかには他派に名をみる者がいるし，また明らかに客分として名をよせて

いる者もいるからである．しかし，ある程度五側の勢力を知る手がかりとはなる）．　またこの旅は狂歌上の成

果を得たばかりではなく『近江県物語』（文化五刊），『梅が枝物語』（文化七刊）といった作品を生み

出す契機となったであろうし(ai).『狂文あづまなまり』（文化十刊）のなかにもその所産と思われ

るものもあるia2v『草まくら』の旅は，転機をむかえた雅望にとって狂歌界への復帰，いな文芸

界への復帰の跳躍台となったのである（・3,.

　おわりにこの小論をなすにあたって，浜田啓介氏の御論に負うところか大であった．また国立国

会図書館，広島大学史学研究室，山根三芳氏，大脇保彦氏にお世話になった．記して感謝する次第

である．（なお本稿は昭和五十年十二月七日，高知大学文理学部国文学会でロ頭発表したものに補正加筆したも

のである）

　　注

　　（1）「近江県物語」に「ひととせ近江国にまかりて，月ごろとどまり居りけるに，山里ながら小家たちな

　　　らびて……」（自序），「六樹園の大人旅より帰りつきてのち，五巻の文とり出でて，これか清貧して

　　　よとておのれに賜びつ……」（夙与亭高行蹟）とIある．また「梅が枝物語」に「相模国よりかへさに，

　　　神奈川といへる駅路にとまりたるに，物語らふべき人しなければ…j‥」（自序）とあるが，いずれもそ

　　　のまま受け取れないことはいうまでもないか，「草まくら」の旅かモメントになっているといえよう.

　　（2）イ．狂歌柴会式　応名古屋繁重需　「……尾張名古屋のしげしげが，もっといふなる此会席／ちょっ

　　　とつまんだる制詞の条々……」

　　　　口．梅芳軒八景　「山鳥の尾張の国，島津鳥うつのの里に，なにがしのなり所ありとか，梅芳軒とい

　　　ふ……」

　　　　ハ．鯛屋が桜の間　尾張宮の宿にあり　「訪ふ人は潮の涌くが如くなり，名のある鯛屋が家ざくらと

　　　て……」

　　　　ニ．春鹿楼か蕎麦をめづる詞　尾張国名古屋に店あり　「……高き名古屋のみその町，春鹿楼が蕎麦

　　　にてぞありける……」

　　　　ホ．深見翁年賀集序　「千秋万歳の三河の国桃源のふかみの翁と聞えしは……」

　　　　へ．不朽堂　駒庄と名のりて名古屋に店あり（既出）

　　　　ト．三友園（既出）

　　（3）雅望の生涯を下記の三期に分けることかできよう．

　　　　　Ｉ期　天明三年（三十一･歳）一寛政三年（三十九歳）　狂歌中心の時代

　　　　　ｎ期　寛政四年（四十歳）一文化四年（五十五歳）　古典文学研究時代

　　　　　Ⅲ期　文化五年（五十六歳）一天保元年（七十八歳）　狂歌（五側主宰）・読本作家・古典文学研

　　　　究家時代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　「草まくら」の旅は，彼にとってやかてむかえねばならない，文化・文政期の狂歌界を二分した，鹿

　　　　郡部真顔との対立の出発点であったともいえよう.

　　（付記）　成稿後，入沢千蘭についての資料をみつけることかできた．子蘭は前記したように，雅望の狂

　　　歌関係の門人ではなく，古典文学研究方面の弟子であった，すなわち，丸山季夫氏の「泊酒舎年譜」の

　　　寛政五年十月十四日の条に，「石川雅望，沢子蘭，田景川等，生白堂に会し，古今余材抄を校合す」と

　　　ある．

　　　　雅望は江戸払い（寛政三年十月）後，すぐに古典研究会を開いていたのであり，子蘭はそのメンバー

　　　として加わり，「古今余材抄」（僧契沖著）の校合を行っていたのである．丸山氏は静嘉堂文庫蔵の「古

　　　今余材抄」の雅望の識語をつぎのように記されている．
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此書謄写頓孟浪誤字脱文不可読者多矣．炎丑冬十月十四日興沢子蘭，田景川会生白堂校閲一過．猶認謬誤

不少．翼他日得善本再訂正焉．因姑伝疑次蔵書云，石川雅望識．

＜付表＞　五側の勢力範囲

　
　
　
（
文
化
八
刊
）

画
像
狂
歌
作
者
部
類

奥出越信上下常上下武江甲駿遠三美尾伊紀摂大和京謹淡阿長

羽羽後濃野野陸総総蔵戸斐河江河濃張勢伊津坂泉都磨路波門

－肖
像
入

肖
像
無

計

14　6　1　　8　786　　4　1　　20 11

38　　1　1 74 22　5　4 13 12 238　9

43

２

３ ３

11 17　6　　4 10

２
１

５

１

1 88 28　6　4 21 19 32*　9　4　3　1 31 28　6　　713　　2　5　　1

計

172

473

645

-

新
撰

狂
歌。

五文

十政

人二

一刊

首｀ヽ゛

寝

入
１１　　　　４　７　２　１　　　　３２７　１　　　　　　７　８　５　２　２　　１　　１　３ 85

Ｒ
14　1　　9 14 13　2　　　　11 42　4　　・　　･914　9　7　2　　3　　717　2　2 182

計 25　1　　13 21 15　3　　　14 69　5　　　　　16 22 14　9　4　　4　　820　2　2 267

(昭和51年４月１日受理)

(昭和51年９月９日分冊発行)
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